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6

し
て
深
く
識
者
の
住
届
問
題
の
研
究
解
決
に
努
め
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
名
の 

な
6

0

37

商
人
の
意
義
に
關
す
る
立
法
主
義

.
松

滞

添

治

I 

.

商
人

(Mercator, K
a
u
f
m
s
n
,

 

commergant, 

comserciante)

の
法
律
上
の
意
義
は
古
來
、幾
變
«
を
經 

て
來
杧
の
で
あ
る
又
各
國
法
の
定
む
る
商
人
の
範
圍
は

®
に
之
を
定
む
る
.主
義
に
於
て
後
に 

揭
ぐ
る
が
加
き
差
異
あ
る
の
み
な
ら
ず
，其
同
主

^

の
諸
國
法
に
就

s

 

y

之
を
看
る
名
甚
區

E 

に
し
て
■一
 

定
し
て
届
ら
な
い
の
で
あ
る
是
等
の
沿
革
及
び
比
較
法
制
の
詳
細
を
叙
述
す
る
は 

本
稿
の
目
的
で
は
な

S

本
稿
に
於
て
は
商
人
の
.意
義
に
關
す
る
各
種
立
法
主
義
の
大
體
を
述 

ベ
之
が
間
の
優
劣
を
論
匕
て
み
把
い
と
思
ふ
而
し
て
豫
め
玆
に
一
言
す
べ
き
こ
と
^
あ
る
余 

は
冗
來
熱
心
な
ゐ
民
商
ニ
法
統
一
論
者
で
あ
つ
て
商
法
典
の
獨
立
を
否
認
せ
ん
こ
と
を
主
張 

す
る
名
の
で
あ
る

(

法
學
志
林

 

一
ニ
卷
ー
號
、四

-號
所
載
拙
稿
參
照

)

若
し
泚
說
に
從
つ
て
民
商
ニ 

法
を
統
一
し
て

一

個
の
私
法
典
を
編
制
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
商
法
の
適
用
範
圈
を
定
む
る
爲 

め
に
商
人
の
意
義
を
定
む
る
の
必
要

.な
く
從
.つ
て
法
律
上
商
人
な
る
名
の
を
認
む
る
の
必
要 

.

商
人
の
意
莪
に
關
す
る
立
法
主
義
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商
人
の
意
義
に
闕
す
る
立
法
主
義

な
き

U
至
る
ベ
し

i Q
.

疑
を
抱
く
者
舣
あ
ら
ぅ
か
と
考
へ
る
併
し
乍
ら
之
は
速
斷
で
あ
つ
て 

假
令
商
法

1«
の
獨
立
を
認
め
次
る
こ
と
と
す
る

4
矢
張
私
法
典
中
に
は
商
人

に

.
限

つ

て
其
適 

用
を
認
む
べ
き
將
別
規
定
を
設
く
る
の
必
要
於
あ

6
從
っ
て
商
人
め
意
義
を
定
む
る
の
必
要 

か
あ
る
の
で
あ
る
現
に
瑞
西
に
は
商
法
典
な
き
名
其
債
權
法
中
に
は
商
入
の
意
義
を
定
む
る 

規
定
を
設
け
且
商
人

1
4關

す

る

幾

多

の

特

別

規

定

を.«
い 

< 
届

.る
の
で
あ
る

(vergl. 

curti., 

Schweizerisches Handelsrecht 

§
s)

却
說
本
諭
に
入
っ
て
先
づ
商
人
の
意

-義U

關
す
る
立
法
の
沿
革
の
大
體
を
述
べ
ん
に
通
浴
の 

意
義
に
於
て
商
人
と
は
物
品
の
寶
賈
に
因
つ
て
利
益
を
得
る
營
業
者
を
爾
ふ
の
で
あ
る
獎
言 

す
れ
ば
狹
義
に
於
け
る
經
濟
上

0

w(

c
i
m
e
r
c
i
l

 

Handel, commerce)

卽
ち
生
產
者
と
.肖
費
考 

の
中
問
に
立
ち
物
品
の
肅
買
及
び
寶
却
を
目
的
と
す
る
營
準
を
.行
年
者
を
謂
ふ
に
外
な
ら
な 

s

法
律
上
の
商

A

4

代

u

於

V

I

張
此

I

Q

意
義

u

於
け
る
商

t

一
致
し
て
君
つ

允
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I

る
例
へ
ば
羅
馬

^
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然
る
に
後
代
に 

至
つ

<
は
狹
義
の
商
に
附
属

-L
て
起
つ

^
所
爾
補
助
的
の
商
を
營
業

i
す
る
者

^
P

亦
之
を
法 

律
上
の
商
人
中
に
包
含
せ
し
む
る
に
至
つ

^
の
で
あ
つ
て
商
人
の
意
義
は
補
肋
的
の

」
商
業
の 

膨

/I
發
展
と
伴
つ
て
漸
次
擴
張
せ
ら
る
る
に
至
つ
杧
の
で
あ
る
其
挪
欺
的
の
商
の
主
な

.る
3 

の
を
擧
れ
ば
金
錢
の
融
通
を
目
的
と
す
る
雨
替
及
ぴ
銀
行
營
業
、物

.品
の
運
輸
を
目
的
と
す
る 

運
送
營
業
、商
取
引
の
媒
介
を
目
的

i
す
る
伸
立
、取
次
、代
理
商
營
業
及
び
商
取
引
の
.確
保
を
目 

的
と
す
る
保
險
營
業
の
如
き
は
卽
ち
是
で
あ
る
而
し

‘<
叉
原
料
を
購
貿
し
て
.之
に
加
エ
し
叉 

は
之
を
製
造
し
て
寶
却
す
る
營
業
は
經
濟
上
の
意
義
に
於
て
は
製
造
工
業
に
馬
す
る
の
で
あ 

る

.が
其
物
品
の
購
買
及
び
寶
却
を
目
的

i
す
る
點
に
於
て
狹
義
の
商
に
類
似
し
て
居
る
の
で 

あ
る
か
ら
法
律
は
页
に

r

步
を
進

.め
之
を
營
業
と
す
る
者
を
商
人

i
認
み
る

1C
’至
つ
、冗
の
で 

あ
る
之
於
佛
國
商
法
及
び
之
を
模
範

i
し
て
制
觉
せ
ら
れ
*
る
各
國
多
數
商
法
に
於
け
る
狀 

態
で
■あ
る
故
に
是
等
の
法
律
に
於
け
る
商
人
は
大
體
に
於
て
原
始
生
產
業
者
を
除
き
他
の
殆 

ど
總

V

の
產
業
者
を
包
含
す
る

0
の
で
あ
つ
て
之
を
通
俗
の
意
義
に
於
け
る
商
人
と
比
較
す 

れ
ば
其
範
圍

Q

廣
狹
政
同

a
の
談

1C
非
卞
.終
に
通
俗
の
意
義
を
以
て
法
律
上
の
商
人
を
律
す

商
人
の
意
義
^
關
す
る
立
法
主
義
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商人の意義亿關する立法主義
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こ
と
を
得

^
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に
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杧
の
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あ
る

(

商
人
の
意
義
の
沿
萆
に
付
て
は
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又
商
の
經
濟
上
の
意
義
と
法
律
上
の
意
義
と
の
差 

異
に
.付
き
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 c§
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L
y
o
n
o
a
e
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 et Renault, Traits de droit c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
,
^

6
d
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m
e
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現
行
各
圏
商
法
の
共
同
の

«
先
と
？
ぃ
，ふ
べ
き
は
千
八
百
七
年
の
佛
國
商
法
で
あ
つ
て
其
第 

1

條
に
は
商
行
爲
を
爲
し
以
て

-其
常

：.業

と

す

る

者

は

商

人

と

す

と

定

.fe
第
六
百
三
十
ニ
条
及 

第
山

\
百
三
十
三
倏
に
各

«

の
商
行
爲
を

..列
擧
し
て

^

る
の
で
あ
る
叉
次
に
注
目
す
ベ
き
立

 ̂

tt
る
千
八
百
六
十

j

年

0
獨

逸

：舊

商

法

$
其
第
，四
條
に
營
業
的
に
商
行
爲
を
爲
す
者
を
本
法 

に
於
け
る
商
人
と
看
做
す
と
定
怂
第
ニ
百
七
十
一
條
及
び
第
二
百
七
十
ニ
條
に
各
種
の
商
行 

爲
•を
與
擧
し
て
居
る
の
で
あ
る
其
他
の
諸
國
法
の
：規
定
名
大
體
に
於
て
は
此
ニ
商
法
典
と
同 

櫞
で
あ
る
我
商
法

^P

亦
其
流
派
に
屬
す
る
％
の
で
あ
つ
て
第
四
條
に
自
己
の
名
を
以
て
商
行 

爲
を
爲
す
を
業
と
す
る
者
を
商
入
と
す
る
旨
を
定
め
第
ニ
百
六
十
三
條
及
び
第
二
巨
六
■十
四 

條
に
其
商
行
爲
を
列
擧
し
<
届
る
の
で
あ
る
總
て
是
等
の
諸
國
法
に
於
て
列
擧
せ
る
商
行
爲 

の
種
類
は
必
岁
し
名
一
欉
で
は
な

S

の
で
あ
る
が
大
同
小
異

i

s
つ
て
差
支
な
い
の
兮
あ
る 

故
に
之
を
我
商
法
の
規
定
に
讓
っ
.て
玆
に
揭
記
す
る
の
煩
を
避
け
る
於
要
す
る
に
前
迤
せ
る

g

義
の
商
，補
肋
的
の
商
及
び
原
料
を
他
人
よ

6
購
賈
す
る
製
造

H

業
の
何
れ
を
？
包
含
し

<

5

る

S
の
で
あ
つ
て
其
原
始
生
產
業
例
へ
ば
農
業
、漁
業

«
業
の
類
を
除
外
せ
る
點
に
於

y

は 

J

ぼ
一
致
せ
る

$

の

と

言

つ

<
可
い
の
で
あ
る
我
商
法
は
其
他
做
ほ
賃
贷
行
爲
、他
人
の
訃
箅 

に
於
て
す
る
製
造
又
は
加

H

行
爲
、旅
店
其
他
客
の
來
集

?:
-
目
的
と
す
る
場
屋
の
取
引
等

.を
？ 

g

行
爲
と
し
其
營
業
者
を
商
人
と
定
め
て
居
る
の
で
あ
る

1

法
ニ
六
四
條
一

」

號
ニ
號
七

gg
)

而 

し
<
我
商
法
上
原
料
を
他
人
よ

6
購
賈
し
て
爲
す
製
造
エ
業
が
商
業
に
屬
す
る
事
は
明
文
よ 

6
觀
て
は
分
明
で
な
い
の
で

あ
る

於
矢
張
第
二
百
六
十
三
.條
第
ニ
號
の
所
謂
利
益
を
得
て
他 

人
に
讓
渡
す
意
思
を
以

<
す
る
動
產
、不
動
產
若
く
は
有
價
證
券
の
有
償
琅
得
叉
は
其
取
得
し 

化
る
名
の
の
讓
渡
を
目
的
と
す
る
行
爲
中
に
包
合
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
外
國
法
の
之
に 

該
當
す
る
規
定
例
へ
ば
佛
國
商
法
第
六
百

一

二
十
ニ
條
第
一
號

i
は
獨
逸
商
法
第
二
百
セ
十
一 

條
第

一

號
等
に
は
動
産
を
其
儘
寶
却
す
る
と
製
造
叉
は
加
工
の
後
*
刦
す
る
と
を
ル
は
次
る 

旨(soit en nature,
〇
it a

u
s

 ies avoir travaiiMs et mises 

s oeuvre ; in Nature oder g
c
h

 ehier wearbeit-

ung 

I
 v

l
l

g
o

Q

斷
書

s

加
へ
ら
れ
て

f

の
で
み
つ
て
此
點
に
於
て
我
商
法
を
他

國
法

m

i

解
す
ベ

f

の

S

 

S

宣
例
へ
ば
紡

S

者
、1

業
者
の

商
人
の
意
義
に
關
す
る
立
法
生
義
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主
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類
は
此
規
定
に
侬
つ
て
法
律
上
の
商
人
杧
る
名
の
で
あ
る

上
述
せ

.

る
如
く
多
數
諸
國
の
商
法
は
狭
義
の
商
の
觀
念
を

‘

脫
却
し
て
各
種
の
商

〗

了
爲
を
沿
舉 

し
て
商
行
爲
と
爲
し
之
を
營
業
と
す
る
者
を
商
人
と
爲
し
て
居
る
の
で
あ
る
町
而

s

^

^

d f
e

 

產
業
者
は
之
を
除
外
し
て
商
人
と
爲

3

次
る
こ
と
に
於
て
略
ぼ
一
致
し
て
居
る
の
で
あ
る
併 

L

乍
ら
旣
に
經
濟
上
，の
商
の
觀
念
を
拋
粢
し
て
商
人
の
意
義
を
定
め
^
る
以
上
は
原
始
生
產 

業
者
を
除
外
す
る
は
窗
に
理
論
上
何
，等
の
根
據
な
き
の
み
な
ら
梦
實

I

上
は
甚
だ
不
便
に
し 

て
且
不
公
平
な
る
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ
る
假
に
我
商
法
を
採
つ
て
諭
ず
れ
ば
旅
客
運
送
業 

者
、生
命
保
險
業
者
、旅
店
營
業
者
の
類

3

亦
法
律
上
の
商
人
で
あ
る
是

_

等
は
經
濟
±
に
於
け
る 

狹
義
の
商
叉
は
補
助
的
の
商
の
觀
念
と
は
沒
交
渉
で
あ
る
少
く
と
％
頗
る
緣

.

於
遠
い
名
の
と 

言
は
ね
ば
な

6

ぬ
然
る
に
獨
ろ
原
始
生
產
業
者
は
閑
却
せ
ら
れ
て
商
人
^
る
こ
と
を
得
な
い 

の
で
あ
る
如
何
に
大
仕
掛
に
鑛
山
を
採
掘
し
鑛
物
を
製
煉
し
て
之
を
販
寶
す
る
名
如
何
に
大 

仕
褂
に
漁
業
を
爲
し
漁
獲
物
を
販
寶
す
る

3

法
律
上
は
商
人
と
爲
る
こ

i

を
得
.す
と
す
る
は 

甚
だ
理
由
に
乏
し

s

の
で
あ
る
且
頗
る
奇
：異
な
る
結
果
を
呈
す
る
の
は
例
へ
ば
同
ヒ
麥
酉
襄 

造
業
者
同
匕

&

糠
業
者
で
あ
つ

.

て
^p

自
己
の
生
産
し
把
る
麥
叉
.は
甘
蔗

0

み
を
原
料
と
し
て
丨

43

藤
造
叉
は
製
造
す
る
と
き
は
商
法
第
二
否
六
十
三
條
第
一
號

I

.

其
他
の
規
定
に
適
合

S

 

る
の
故
を
以

v

商
人
と
爲
ら
す
而

|

己
の
生
產
し
把
る
者

®
外
他
人
ょ

.
4

賀
し
把
る
麥 

又
は
甚
を
浪
用
し

v

l

t

l

l

i

s

法
第
二
百
六
十
三
條
！

號
の
規
定 

こ
依
つ

y

商
べ
と
爲
る

£

る

s

 

t

鑛
業

S

S

己
の

-採
掘
し

f

鑛

S

含
製
煉 

K J
寶
す
る
と

I

商
人
と

f

 

S

に
他
人
言

f

し

1

鑛
物
を
加
へ

i

煉
販
寶
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齓
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す
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得
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營
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營
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狐
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營
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付
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あ
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營
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營
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叉
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範
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方
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依
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營
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登
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當
然
商
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杧
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付
き
爭
、
があ 

る
の
で
あ
る
登
記
は
商
人
の
資
格
取
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す
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逸
新
商
法
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採
る
所
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し
て
上
述
せ
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こ
主
義
を
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用
し
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種
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人
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其
營
業
の
實
質
內
容
に
依
つ
て
鼙
然
商
人
杧
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と
し
叉
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種
の
商
人
は
其
營
業
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形
式
方
法
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つ
て
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人
杧
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と
し
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付
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嫌
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營
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あ
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營
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簿
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^
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あ
る
之
を
小
商
人
と 

し
商
入
に
七
て
而
名
商
人
の
設
備
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な
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^
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營
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範
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原
始
民
族
に
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け
る
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換
の
意
義
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部
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人
は
何
故
に
現
峙
に
於
け
る
语
人
の
經
濟
生
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と
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め
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始
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族
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濟
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す
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ら
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す
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濟
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す
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に
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